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ミレニアム成人、おめでとう�

　「次代を担う若者としての誇りと自覚、命の尊さを認識し、先人�
の残した業績とフロンティア精神を受け継ぎ、郷土の発展に貢献す�
ることが課せられた使命と考えております」と力強く誓いのことば�
を述べる新成人代表の早坂一彦さん（上風連）と東狐めぐみさん（別�
海）の二人。カメラを向けるとちょっと照れたかな。�
　　　　　　　　　　　　　　　　１月７日、別海町成人式より�

2
平成12年�
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まちのできごと�まちのできごと�
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平
成
十
一
年
度
秋
の
叙
勲
で
勲

五
等
双
光
旭
日
章
を
受
章
し
た
木

嶋
正
英
氏
と
勲
七
等
瑞
宝
章
を
受

章
し
た
干
場
正
氏
の
受
章
記
念
祝

賀
会
が
一
月
十
四
日
、
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ザ
別
海
で
開
か
れ
、
祝

福
に
町
内
外
か
ら
百
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
、
発
起
人
を
代
表

し
て
佐
野
町
長
が
「
別
海
町
民
に

と
っ
て
ま
こ
と
に
名
誉
で
喜
ば
し

い
こ
と
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

お
二
人
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
受

章
者
を
代
表
し
て
木
嶋
正
英
氏
は

「
若
い
方
々
に
は
私
た
ち
を
乗
り

越
え
て
、
厳
し
い
社
会
に
挑
戦
し

て
も
ら
い
た
い
。
健
康
な
体
の
続

く
限
り
、
町
の
発
展
の
た
め
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

こ
の
後
の
祝
宴
で
、
参
加
者
は

お
二
人
の
受
章
を
賛
え
ま
し
た
。

勲
五
等
双
光
旭
日
章

木
嶋
　
正
英
氏

勲
七
等
瑞
宝
章
　
干
場
　
　
正
氏

昭和10年別海村立中春別青年学校を卒業後、農業に
従事。その後同35年司法書士事務所を開業。
昭和30年別海村議会議員に初当選以来、平成11年ま

で通算10期40年、議会議員をつとめ、昭和54年から町
議会「副議長」、同58年から平成７年までの12年間は「議
長」として、更に昭和58年から根室管内町村議会議長
会「副会長」、同63年から「会長」を歴任するなど、町、
管内の発展に尽力しました。
また、昭和42年から別海町森林組合「理事、監事、

代表監事」、現在「副組合長理事」、昭和48年から別海
町社会福祉協議会「理事」、平成10年から日本赤十字別
海町分区有効会会長に就任、福祉事業の充実と住民福
祉の推進のため現在も活躍されています。

昭和18年別海中学校を卒業後、漁業に従事。その後、
同37年本別海郵便局「臨時補充員」として奉職、同39
年「事務員」となり、同43年「郵政事務官」に任命、
同47年郵便局「主任」に昇進。平成６年退官に至るま
での通算31年余の永きにわたり、郵便局の外務員とし
て従事し、地域の情報伝達の担い手として職務に精励
されました。
このような永年にわたる努力が認められ、さまざま

な表彰を受賞するなど郵政事業に貢献した功績はまこ
とに大きいものがあり、まさに郵政事業人の模範とな
っております。
平成６年本別海郵便局を定年退職後、同年から釧路

法務局別海出張所に臨時職員として再就職し、現在も
元気で活躍中であります。

木嶋　正英氏

大正７年５月25日生まれ
別海常盤町149番地

干場　　正氏

昭和９年５月７日生まれ
本別海１番地の116
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火
災
防
止
を
呼
び
か
け

一
月
五
日
、
別
海
町
消
防
団
出

初
式
が
役
場
庁
舎
前
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
出
初
式
は
消
防
団
員
の
士

気
を
高
め
、
火
災
撲
滅
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。当

日
は
、
消
防
職
員
や
一
般
町

民
で
つ
く
る
消
防
団
、
女
性
消
防

団
の
メ
ン
バ
ー
約
百
七
十
人
が
参

加
。
石
戸
谷
団
長
の
も
と
に
整
列

し
、
消
防
車
の
点
検
な
ど
手
際
良

い
作
業
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
団
員
は
中
央
公
民
館

ま
で
分
列
行
進
し
、
防
災
の
決
意

を
新
た
に
、
火
の
用
心
を
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

町
内
在
住
五
十
年
以
上
で
九
十

歳
に
な
る
方
を
祝
う
「
別
海
町
長

寿
賞
」
を
、
お
二
人
の
方
が
受
賞

し
、
長
寿
賞
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

平成11年度優良情報化自治大臣表彰の地域情報化
部門でマルチメディア館が受賞し、１月14日、東京
で表彰式が行われました。
この表彰は、地域・行政情報化の推進に積極的、

先進的に取り組んでいる団体に贈られるものです。
同館は、平成11年４月開設以来、３万3313人（１月

21日現在）の利用があり、地域住民の情報化に対す
る意識も向上しつつ、「別海町情報化推進協議会」
の設立により、住民が情報化事業に積極的に取り組
んでいることが評価されました。
これからも、一般家庭への端末機斡旋や子供から

大人まで容易に利用できる情報化のシステムの確立
を図ることとしています。

航空写真で町内の森林を管理

町内の森林データをパソコンで管理する「森林情
報管理システム」が１月14日、稼働しました。
このシステムは、町内の航空写真をパソコンの画

面に写し、その上に区画線を表示しています。
従来、森林調査簿と地図を用いていた事務が、こ

のシステム導入によって、スムーズに検索ができ、
造林や伐採等の計画作成時など何度も現地に足を運
ばなくても作成できるといったメリットがあります。
将来は衛星写真を取り入れ、定期的に最新の画像

を入れ替える考えです。また、道路や上下水道関係
等の情報も入力し、幅広い活用方法も検討中です。

マルチメディア館　自治大臣表彰受賞

阿部ときいさん
（西春別99番地の48）
明治42年12月20日生まれ

小原オヨシさん
（西春別宮園町47番地）
明治43年１月20日生まれ
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一
月
七
日
、
新
た
に
成
人
と
な
っ
た

方
を
祝
う
「
別
海
町
成
人
式
」
が
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
新
成
人
は
男
性
百
四
十
五
人
、

女
性
百
二
十
九
人
、
合
計
二
百
七
十
四

人
で
、
ス
ー
ツ
や
振
り
そ
で
な
ど
色
鮮

や
か
な
装
い
に
、
緊
張
し
た
表
情
で
式

典
に
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
は
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、

百
九
十
四
人
が
参
加
。
平
賀
洋
教
育
委

員
長
は
式
辞
で
「
広
い
心
と
行
動
力
を

持
ち
、
別
海
町
を
誇
り
に
思
っ
て
町
の

発
展
に
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
」
と
述
べ
、

佐
野
町
長
は
「
自
分
の
命
も
、
周
り
の

人
の
命
も
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
に
引
き
続
き
「
大
切
な
自
分
の

た
め
の
選
択
」
を
テ
ー
マ
に
楠
瀬
志
保

さ
ん
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

社会にはばたく新成人

八
十
歳
現
役

ラ
ジ
オ
体
操
表
彰

昭
和
六
十
年
発
足
の
別
海
町
ラ

ジ
オ
体
操
会
（
田
保
秀
治
会
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
四
千
日
表
彰
な
ど

各
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

満
八
十
歳
（
傘
寿
）
を
祝
っ
て

竹
下
美
枝
さ
ん
に
特
別
表
彰
、
四

千
日
表
彰
に
は
小
林
清
さ
ん
、
三

千
日
表
彰
に
は
笠
原
正
さ
ん
、
松

尾
真
由
美
さ
ん
、
佐
々
木
キ
ミ
さ

ん
、
穴
沢
喜
久
子
さ
ん
、
千
日
表

彰
に
は
森
寿
さ
ん
、
松
本
武
弘
さ

ん
、
大
槻
ス
ズ
エ
さ
ん
、
鈴
木
芳

美
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た

第
十
六
回

町
長
杯
争
奪
卓
球
大
会

十
二
月
二
十
三
日
、
町
民
体
育

館
で
「
第
十
六
回
町
長
杯
争
奪
卓

球
大
会
・
第
二
十
九
回
町
民
卓
球

大
会
」
が
、
選
手
百
五
十
四
人
が

参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
上
位
入

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
・
低
学
年
》

〔
男
子
〕
優
勝
　
坂
下
貴
宏
、
準

優
勝
　
上
林
泰
聡
、
三
位
　
小
杉

青
空
〔
女
子
〕
優
勝
　
武
井
は
ず

き
、
準
優
勝
　
鈴
木
梨
佳
子
、
三

位
　
日
吉
礼
衣
子

《
小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
・
高
学
年
》
　

〔
男
子
〕
優
勝
　
鈴
木
竜
司
、
準

優
勝
　
芳
賀
洋
二
、
三
位
　
中
村

裕
太
〔
女
子
〕
優
勝
　
外
川
理
沙
、

準
優
勝
　
平
賀
友
子
、
三
位
　
今

井
真
愛

《
中
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
》

〔
男
子
〕
優
勝
　
奥
野
真
広
、
準

優
勝
　
井
澤
秀
明
、
三
位
　
関
畑

拓
真
〔
女
子
〕
優
勝
　
小
野
愛
、

準
優
勝
　
干
場
は
る
か
、
三
位

土
屋
の
ぞ
み

《
一
般
シ
ン
グ
ル
ス
》

〔
男
子
〕
優
勝
　
前
川
保
夫
、
準

優
勝
　
菅
田
宣
久
、
三
位
　
宗
形

翼
〔
女
子
〕
優
勝
　
田
形
好
美
、

準
優
勝
　
林
和
子
、
三
位
　
安
達

綾《
一
般
ダ
ブ
ル
ス
》

〔
男
子
〕
優
勝
　
山
口
廉
平
・
前

川
保
夫
、
準
優
勝
　
菅
田
宣
久
・

大
畠
久
夫
、
三
位
　
渡
辺
龍
哉
・

水
野
正
司
〔
女
子
〕
優
勝
　
土
屋

の
ぞ
み
・
山
本
絵
美
、
準
優
勝

佐
藤
友
美
・
青
野
亜
美
、
三
位

西
牧
愛
・
森
田
光
恵
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新しい学習指導要領で学校は変わります。�

学習指導要領とは…�
　全国のどこにいても一定の教育水準の教育が受けられるようにするため、学校がカリキュラム（教育計画）を編成する�
　基準として文部省が 学習指導要領 を定めています。�

改訂のねらいは…�
　新しい 学習指導要領 は、平成14年度（2002年度）から実施される完全学校週５日制の下、ゆとりの中で一人一人の子�
　どもたちに［生きる力］を育成することを基本的なねらいとして改訂されました。�
�
�

新しい学習指導要領で学校は変わります。�

〈改訂の４つのねらい〉�
①豊かな人間性や社会性、国際社会に生きる日本人としての自覚を育成します。�
②自ら学び、自ら考える力を育成します。�
③ゆとりのある教育活動を展開する中で、基礎・基本の確実な定着を図り、個性を生かす教育を充実します。�
④各学校が創意工夫を生かして特色ある教育、特色ある学校づくりを進めます。�

○完全学校週5日制の実施�
　平成14年度（2002年度）から、毎週土曜日を休みとす
る完全学校週５日制が、すべての幼稚園、小学校、中学
校、高等学校、中等教育学校、盲学校、聾学校及び養護
学校において一斉に実施されます。�
　そのために、より豊かな体験活動の場や機会が望まれ
ます。�

◯わかる授業、楽しい学校の実現�
　今回の改訂では、完全学校週５日制の下、ゆとりの中
で、子どもたちに［生きる力］を育成することを目指し
ています。新しい学習指導要領の趣旨を踏まえ、学校が
子どもたちにとって真に楽しい学びの場となることが期
待されます。�
　そのために、授業時数が縮減され、教育内容を厳選し、
基礎・基本を確実に身につけるようにします。�

◯自ら学び自ら考える力の育成�
　これまでの多くの知識を教え込みがちであった教育か
ら、子どもたちに自ら学び自ら考える力を育成する教育
へと転換を図ります。また、社会の変化に主体的に対応
できる力を育成するとともに、豊かな心やたくましさを
はぐくみます。�
　そのために、体験的な学習、問題解決的な学習を重視
します。�

◯特色のある学校づくりの推進�
　新しい学習指導要領では、各学校が創意工夫を生かし
た特色ある教育を展開し、特色ある学校づくりができる
よう、各学校の自由度を拡大します。これにより子ども
の実態により即した個性を生かす教育が展開できるよう
になります。�
　そのために、家庭や地域の人々との連携を深め、より
一層開かれた学校となります。�

◯総合的な学習の時間の新設�
　今回の改訂では、［生きる力］の育成を目指し、各学校
が創意工夫を生かして、これまでの教科の枠を超えた学
習などができる「総合的な学習の時間」が新設されます。�

「総合的な学習の時間」とは…�
　「総合的な学習の時間」は、これまでとかく画一的と
いわれる学校の授業を変えて、�
�
　①地域や学校、子どもたちの実態に応じ、学校が創意
　　工夫を生かして特色ある教育活動が行える時間。�
　②国際理解、情報、環境、福祉・健康など従来の教科
　　をまたがるような課題に関する学習を行える時間。�

として新しく設けられるものです。�
　この時間では、子どもたちが各教科等の学習で得た
個々の知識を結び付け、総合的に働かせることができる
ようにすることを目指しています。�
�
「総合的な学習の時間」の時間数・単位数は…�
　小学校では３年生以上から週当たり３時間程度、中学
校では週当たり２～４時間程度、高等学校では卒業まで
に３～６単位配当されます。�
�
�

（学校はここが変わります）�

　現在の学校のカリキュラム
は、各教科（国語、算数など）、
道徳、特別活動（学級活動な
ど）によって構成されていま
す。�
�

　新しいカリキュラムでは、
各教科（国語、算数など）の
学習内容を基礎的・基本的な
内容に厳選して、新たに「総
合的な学習の時間」が設けら
れます。�

※なお、平成14年度から全面実施されるまでの２年間は移行期間とし、平成12年度から新学習指導要領の趣旨をできる�
　だけ早く生かす取り組みが行われます。�

（小学校の例）�

現行のカリキュラム� 新しいカリキュラム�

特別活動（学級活動など）�

特別活動（学級活動など）�
道　　徳�

道　　徳�
総合的な学習の時間�

各教科�
（国語、算数など）�

各教科�
（国語、算数など）�
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※1月20日　町民保健センターで撮影　（　）内は保護者名�

６ヵ月健診－�

6

２月診療案内�
町立別海病院�

問い合わせ�
町立別海病院管理係  1５ー2311（内線201）�

もも  か�

青柳　百華ちゃん�
（茂）�

酒井　美里ちゃん�
（貴宏）�

み  さと�

河原　知佳ちゃん�
（慎二）�

藤谷　和稀ちゃん�
（和光）�

かず  き�ち　か�

2

　　　　　小児神経外来�
２月17日e�

　　　担当医師　札幌医大　舘　延忠助教授�

�

　　　　　耳 鼻 咽 喉 科�
２月14日b～２月15日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　上村　正見医師�

２月28日b～２月29日c午前�

　　　担当医師　札幌医大　坪田　　大医師�

�

　　　　　脳 神 経 外 科�
２月16日d午前�

担当医師　道小児センター　高橋　義男医師�

�

　　　　　皮　　膚　　科�
２月３日e～２月４日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�

２月17日e～２月18日f午前         �

　　　担当医師　札幌医大　松坂　英信医師�

３月２日e～３月３日f午前�

　　　担当医師　札幌医大　近藤　靖児医師�
�

　　　　　外　　　　　科�
　外科診療は手術・検査のため、毎日午後の診�

療は休診となっていますのでご了承ください。�

　なお、午後は薬の処方もできませんので、�

ご注意ください。�

�

　　　　　整 形 外 科�
　整形外科は、毎日午前の診療は休診（木曜�

日は一日休診）となっていますのでご了承く�

ださい。�

　なお、午前は薬の処方もできませんので、�

ご注意ください。｠�

�

　　　 携帯電話の使用について�
　携帯電話は、病院内の医用電気機器に影響�

を及ぼす場合がありますので、病院内では電�

源を切ってください。�



－１歳６

てつ  た�

角田川徹太くん�
（正）�

小倉　優生ちゃん�
（光一）�

ゆう  き�

こうへい�

塚本　孝平くん�
（宏之）�

ほ  なみ�

富崎　帆波ちゃん�
（吉勝）�

こ　こ�

小川　湖子ちゃん�
（幸弘）�

３月の保健業務予定�

問い合わせ／町民保健センター（15-0359）�

7

日�曜日� 予定内容� 場　　所� 時　　間�

2

2�

〃�

3�

6�

〃�

7�

〃�

8�

〃�

9�

〃�

10�

〃�

13�

14�

〃�

16�

21�

〃�

22�

〃�

〃�

〃�

〃�

23�

〃�

24�

28

木�

〃�

金�

月�

〃�

火�

〃�

水�

〃�

木�

〃�

金�

〃�

月�

火�

〃�

木�

火�

〃�

水�

〃�

〃�

〃�

〃�

木�

〃�

金�

火�

11：00～14：00�

11：00～14：00�

11：00～14：00�

10：00～15：00�

電　話　予　約�

12：30～13：00�

13：00～15：00�

10：00～11：30�

11：00～14：00�

11：00～14：00�

12：30～13：00�

10：00～14：00�

11：00～14：00�

10：00～14：30�

10：00～14：00�

13：00～15：00�

12：30～13：00�

10：00～15：00�

電　話　予　約�

９：30～11：00�

10：00～12：00�

10：00～12：00�

13：00～15：00�

13：30～16：00�

９：30～11：30�

12：30～13：00�

10：00～11：30�
13：00～15：30�

10：00～11：30�

�

上春別地域センター�

中春別団地センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

母子健康センター�

町民保健センター�

東 公 民 館�

本別海地域センター�

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

西 公 民 館�

町民保健センター�

西春別ふれあいセンター�

母子健康センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

町民保健センター�

中 西 別 福 祉 館 �

上春別地域センター�

西 春 別 未 来 館�

尾 岱 沼 出 張 所�

西春別ふれあいセンター�

尾 岱 沼 出 張 所�

町 立 別 海 病 院�

町民保健センター�

母子健康センター�

上 春 別 地 区�
食生活改善講座�

中 春 別 地 区�
食生活改善講座�

別 海 農 協 地 区�
食生活改善講座�

高血圧予防相談�

物 忘 れ 相 談 �

３ 才 児 健 診 �

母 親 教 室 �

1才3ヵ月歯みがき教室�

野 付 漁 協 地 区�
食生活改善講座�

別 海 漁 協 地 区�
食生活改善講座�

４ ヵ 月 健 診�

別 海 市 街 地 区�
食生活改善講座�

西 春 別 地 区�
食生活改善講座�

乳 幼 児 相 談 �

乳 幼 児 相 談 �

母 親 教 室 �

１ 才 半 健 診 �

肥 満 予 防 相 談 �

物 忘 れ 相 談 �

フ ッ 素 塗 布 �

地 区 健 康 相 談 �

地 区 健 康 相 談 �

地 区 健 康 相 談 �

地 区 健 康 相 談 �

フ ッ 素 塗 布 �

４ ヵ 月 健 診�

フ ッ 素 塗 布 �

母 親 教 室 �
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伝言板�伝言板�お知らせ�お知らせ�
別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　上春別出張所  5-6011�
上風連出張所  5-7326　尾岱沼出張所  （01538）6-2166

別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131　上春別出張所  5-6011�
上風連出張所  5-7326　尾岱沼出張所  （01538）6-2166

特
定
疾
患
等
患
者
に
対
す
る

通
院
交
通
費
の
助
成
に
つ
い
て

特
定
疾
患
等
の
患
者
に
対
す
る
通
院

交
通
費
の
助
成
申
請
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

◯
対
象
者

¡

特
定
疾
患
等
患
者

¡

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
患
者

¡

精
神
障
害
者
（
通
院
認
定
者
）

¡

以
上
の
方
の
介
護
者

◯
助
成
対
象
期
間
／
申
請
月
の
一
年
前

か
ら
と
し
ま
す
。

◯
助
成
額
／
通
院
距
離
に
応
じ
て
算
出

し
ま
す
。

◯
申
請
期
限
／
三
月
十
七
日
（
金
）
ま

で問
い
合
わ
せ
／
医
療
給
付
係

（
内
線
４
８
４
）

短
期
入
所
事
業
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

利
用
の
お
知
ら
せ

柏
の
実
学
園
で
は
、
地
域
の
知
的
障

害
者
及
び
そ
の
家
庭
の
福
祉
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
十
一
年
十
二

月
よ
り
短
期
入
所
事
業
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
短
期
入
所
事
業
は
、
障
害
者

及
び
そ
の
保
護
者
の
疾
病
そ
の
他
の
理

由
に
よ
り
、
障
害
者
が
、
一
時
的
に
保

護
又
は
指
導
を
必
要
と
す
る
場
合
に
、

柏
の
実
学
園
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

障
害
者
及
び
そ
の
家
庭
の
福
祉
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
柏
の
実
学
園
総
務
課

1
９
―
５
１
１
１

固
定
資
産
税
の

縦
覧
延
期
に
つ
い
て

納
税
者
の
皆
さ
ん
に
固
定
資
産
や
価

格
の
状
況
に
つ
い
て
ご
確
認
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦

覧
は
、
例
年
三
月
に
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
本
年
度
は
、
都
合
に
よ
り
四
月

三
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
に
変
更
い
た

し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
縦
覧
実
施
に
際
し
て
の
詳
し

い
こ
と
は
次
号
三
月
号
へ
掲
載
い
た
し

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
資
産
税
係（

内
線
２
３
３
）

平
成
十
一
年
分
の

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

平
成
十
一
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
の
受
付
が
二
月
十
六
日
（
水
）
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

確
定
申
告
等
は
ご
自
分
で
作
成
し
て

窓
口
や
郵
便
で
提
出
し
ま
し
ょ
う
。
な

お
、
税
務
署
及
び
役
場
で
は
ご
自
分
で

作
成
し
提
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

相
談
担
当
者
が
記
載
方
法
等
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
お
り
ま
す
。

税
務
署
、
役
場
及
び
別
途
ご
案
内
す

る
相
談
会
場
へ
お
越
し
の
際
に
は
、
あ

コース／コミュニティーセンター出発�
　　　　５㎞・10㎞�
参加料／中学生以下1,000円�
　　　　高校生以上1,500円�
受付開始／午前8時30分～（当日申し込み可）�
申し込み・問い合わせ�
　　事務局　笠原　正（1５－２４１３）�

第9回歩くスキーフェスティバル�
2月13日A 午前10時スタート�

会場／尾岱沼白鳥台特設会場�
内容／白鳥鑑賞、郷土味覚�
　　　市、ホタテ浜値で販�
　　　売（半額）、ホットミ�
　　　ルク無料配布、大漁引�
　　　き、馬ソリ試乗体験など�
問い合わせ／観光係（内線４７３）�

第32回　白鳥まつり�

2月13日A 午前10時～午後2時�

会場／西春別駅前運動広場�
内容　19日／ドッヂボール（子供）、ビンゴゲー�
　　　　　　ム大会、ファイヤーストーム、花�
　　　　　　火大会など�
　　　20日／もちつき・もちまき、ドッヂボー�
　　　　　　ル（大人）、雪上車試乗など�

第3回別海町スノーカーニバル�
2月19日G 午後1時～�
20日A 午前9時～�

会場／別海町多目的広場（交流館ぷらと前）�
内容／小雪像、雪上ＰＫ大会、牛乳箱積大�
　　　会、むかで歩くスキー大会、もちつ�
　　　き・もちまき、雪上人間ばんば、花�
　　　火大会など�

ふゆとぴあ in BETSUKAI�
2000�

2月26日G 午後6時～花火大会�
27日A 午前10時～　　　�

元祖�
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国保からのお知らせ� 病気やケガをして�
　お医者さんかかったとき、�
その費用はどこから出されて�
　　　いるかご存じですか？�

　みなさんが医療機関で支払っているお金は、実際に
かかった医療費の一部で、残りはみなさんが加入して
いる、医療保険から支払われています。医療保険制度と
は、病気やケガをしたときに安心して医療を受けること
ができるように、加入者がふだんからお金を出しあい医療
費にあてる、助けあいの制度です。�
　しかし、特別の理由が無いのに滞納をつづけ、納税相談にも応じ
ない、というような場合、平成12年４月からの介護保険制度導入後
の滞納対策に向けて、国民健康保険法施行規則が一部改正になり、
次のように義務づけられます。�
　�
１．納期限から「１年間」滞納した場合には、資格証明書
　　の交付、保険証の返還が義務づけられます。�
２．納期限から「１年半」滞納すると、保険給付を一時差
　　し止めるほか、給付差し止め額から滞納保険税を控
　　除する。�

【その場合、診療費用は全額自己負担し、あとで国保から、国保が基準とする医療費の70％の払い戻しを受け
ることになり、更に、１年半を超えると前述の70％の払い戻しが一時差し止められ、保険税に納入されます】�
　など、具体的な根拠規定が明記された「義務」規定の措置内容となりますので、わたしたちの健康生活を守
る大切な国保制度を正しく理解して、みんなで守っていきましょう。�

ら
か
じ
め
お
わ
か
り
に
な
る
箇
所
を
ご

記
入
の
う
え
、
必
要
書
類
の
ほ
か
、
前

年
申
告
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
控
え
、

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

詳
細
・
問
い
合
わ
せ

¡

税
務
署

（
1
０
１
５
３
２
―
３
―
３
２
６
１
）

¡

役
場
税
務
課
（
内
線
２
３
１
）

法
務
局
別
海
出
張
所
閉
庁
の

お
知
ら
せ

釧
路
地
方
法
務
局
別
海
出
張
所
は
、

二
月
二
十
八
日
（
月
）
を
も
っ
て
新
設

さ
れ
る
釧
路
地
方
法
務
局
中
標
津
出
張

所
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
統
合
に
よ
り
、
釧
路
地
方
法
務

局
別
海
出
張
所
に
お
け
る
登
記
事
務
の

取
り
扱
い
は
、
平
成
十
二
年
二
月
二

十
五
日（
金
）を
も
っ
て
終
了
し
、別

海
町
の
す
べ
て
の
登
記
事
務
が
、
二
月

二
十
八
日
（
月
）
か
ら
釧
路
地
方
法
務

局
中
標
津
出
張
所
で
取
り
扱
う
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
登
記
簿
謄
（
抄
）
本
の
請
求

に
つ
き
ま
し
て
は
、
釧
路
地
方
法
務
局

中
標
津
出
張
所
に
郵
送
に
よ
り
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◯
釧
路
地
方
法
務
局
中
標
津
出
張
所

〒
０
８
６
―
１
０
４
９
　
標
津
郡
中
標

津
町
東
九
条
一
丁
目
九
番
地
一

1
３
―
１
２
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
―
１
２
０
０

問
い
合
わ
せ
／
釧
路
地
方
法
務
局
総
務

課
（
1
０
１
５
４
―
４
１
―
６
１
３
７
）
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おめでた・おくやみ�
（12月1日から12月31日届出分まで）�
　　　　　　　　お誕生おめでとう�
　　　　　　　　　　　 （保護者）�
　u所　敢太郎ちゃん（男）勝　弘（美　　　原）�
　u青木　麻桜ちゃん（女）伸　寿（別　　　海）�
　u小林　颯斗ちゃん（男）和　哉（中　西　別）�
　u西川　直樹ちゃん（男）寛　稔（美　　　原）�
　u東原　右京ちゃん（男）友　和（西春別駅前）�
　u大窪　佑弥ちゃん（男）光　秋（別　　　海）�
　u石山　祐希ちゃん（男）　透　（西春別駅前）�
　u志賀　満貴ちゃん（男）　理　（別　　　海）�
　u金澤　優磨ちゃん（男）仁　司（西　春　別）�
　u大隅凛太郎ちゃん（男）敬士郎（尾　岱　沼）�
　u渡辺　悠介ちゃん（男）秀　彰（中　春　別）�
　u眞下　優香ちゃん（女）雅　人（豊　　　原）�
　u小野　雄暉ちゃん（男）幸　一（別　　　海）�
　u伊藤　那月ちゃん（女）敏　雄（西　春　別）�
　u佐藤　里香ちゃん（女）賢　三（別　　　海）�
　　　　　　　　ご結婚おめでとう�
　u福田　　研・森下亜矢子さん　（奥　　　行）�
　ub橋　秀喜・宮前　優子さん　（西　春　別）�
　u小倉　正弘・須田　　泉さん　（中　西　別）�
　u笹岡　　豊・田村早恵子さん　（中　春　別）�
　u鈴木　和也・白川まゆみさん　（別　　　海）�
　u櫻井　　忍・三國　美穂さん　（泉　　　川）�
　u村上　a輝・櫻井美由紀さん　（別　　　海）�
　　　　　　　　お悔やみ申し上げます�
　s山崎　トシさん　（８４歳）　（西春別駅前）�
　s本田　　保さん　（４８歳）　（別　　　海）�
　s山本　　開さん　（６９歳）　（大　　　成）�
　s纐纈　公洋さん　（５０歳）　（別　　　海）�
　s小野はつゑさん　（８７歳）　（別　　　海）�
　s遠山　育郎さん　（６３歳）　（上　春　別）�
　s寺井　二郎さん　（７２歳）　（別　　　海）�
　s勝木　ツマさん　（８８歳）　（尾　岱　沼）�
　s高木　　武さん　（８３歳）　（尾　岱　沼）�
　s清水　晴美さん　（８０歳）　（中　西　別）�
　s梶原　貞子さん　（７３歳）　（上　風　連）�
　s中野　數男さん　（８２歳）　（別　　　海）�
　sa川ミドリさん　（７５歳）　（別　　　海）�
　s内藤　義昭さん　（６２歳）　（尾　岱　沼）�
　s幅口　重太さん　（８９歳）　（別　　　海）�
　s尾形　勝義さん　（６８歳）　（尾　岱　沼）�

郵
便
局
の
ミ
ニ
レ
タ
ー

お
子
様
の
未
来
の
た
め
に
学
資
保
険
を

学
資
保
険
は
、
お
子
様
の
高
校
や
大

学
入
学
の
た
め
の
学
資
金
準
備
に
最
適

の
保
険
で
す
。
万
一
、
契
約
者
が
死
亡

等
を
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
後
の
保
険

料
の
払
込
は
不
要
と
な
り
、
保
障
は
継

続
し
ま
す
。

十
五
歳
満
期
（
高
校
進
学
用
）
と
十

八
歳
満
期
（
大
学
進
学
用
）
が
あ
り
、

満
期
に
な
っ
た
と
き
、
ま
た
は
保
険
期

間
内
に
お
子
様
が
死
亡
さ
れ
た
と
き
に

保
険
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

ま
た
十
八
歳
満
期
に
つ
い
て
は
、
中

学
進
学
時
お
よ
び
高
校
進
学
時
に
そ
れ

ぞ
れ
保
険
金
額
の
一
割
の
一
時
金
（
生

存
保
険
金
）
を
お
支
払
い
す
る
タ
イ
プ

も
あ
り
ま
す
。

他
に
育
英
年
金
付
の
学
資
保
険
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
希
望
に
合
わ
せ
て
お
選

び
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
し
く
は
郵
便
局
ま
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き

切
手
の
当
選
番
号
の
お
知
ら
せ

当せん番号�

１等�

２等�

３等�
ふるさと�
小包賞�

４等�
お年玉�
切手シート�
賞�

819631�
840732�

86422�
0277�
3239�

�
33・57・88

下5�
けた�

下4けた�

下2けた�

（注）当せん番号は各組共通�

引換期間／７月17日bまで

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

対
策
特
別
措
置
法
が
施
行

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
環
境
汚
染

の
防
止
や
、
そ
の
除
去
等
を
図
り
、
国

民
の
健
康
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

昨
年
七
月
に
公
布
さ
れ
た
「
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」
が
、
本
年

一
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法

律
に
よ
り
小
型
の
廃
棄
物
焼
却
炉
（
焼

却
能
力
五
〇
㎏
／
ｈ
以
上
、
又
は
火
床

面
積
〇
・
五
㎡
以
上
）
な
ど
を
設
置
し

て
い
る
事
業
者
の
方
は
、
知
事
に
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
／
根
室
支
庁
環
境

生
活
課
環
境
保
全
係
（
1
０
１
５
３
２

―
３
―
６
１
３
１
内
線
２
９
７
１
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
５
３
２
―
３
―
２
９
７
２

巡
回
児
童
相
談
の
お
知
ら
せ

釧
路
児
童
相
談
所
に
よ
る
巡
回
児
童

相
談
が
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◯
日
時
／
三
月
一
日
（
水
）
午
前
十
一

時
〜
午
後
五
時
　
三
月
二
日
（
木
）
午

前
九
時
〜
午
後
三
時
十
五
分

◯
場
所
／
町
民
保
健
セ
ン
タ
ー

◯
内
容
／
十
八
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の

心
や
体
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
や
学
校

で
の
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
、
判
定
等
。

◯
締
め
切
り
／
二
月
十
五
日
（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

¡

社
会
福
祉
係
　
　
　
（
内
線
２
５
８
）

¡

町
民
保
健
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
係

（
1
５
―
０
３
５
９
）

ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
み
ど
り
野
」

入
居
者
募
集

◯
住
所
／
別
海
寿
町
51
番
地

◯
募
集
人
員
／
二
名

◯
入
居
資
格
／
原
則
と
し
て
年
齢
が
六

十
歳
以
上
の
方
で
、
自
炊
で
き
な
い
程

度
の
身
体
機
能
の
低
下
が
あ
る
方
等
。

◯
締
め
切
り
／
二
月
二
十
一
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
／
老
人
保
健
施
設
「
す
こ

や
か
」
内
保
健
課
介
護
支
援
係

1
５
―
０
８
８
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
―
３
０
０
７
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◆
今
年
は
例
年
に
な
い
大
雪
で
み
な
さ

ん
は
、
除
雪
で
大
変
疲
れ
て
い
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
が
寒
さ
も
一

段
と
厳
し
く
な
り
、
い
よ
い
よ
冬
将
軍

も
本
番
で
す
。
▽
今
月
は
、
町
内
各
地

域
で
冬
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

各
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

ゲ
ー
ム
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
ご
家
族
で
出
か
け
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。
▽
交
通
事
故
に
は

遭
わ
な
い
よ
う
に
十
分
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

（
Ｋ
）

◆
や
あ
、
参
り
ま
し
た
ね
。
雪
、
雨
、

そ
し
て
雪
。
い
つ
も
な
ら
一
月
の
道
東

は
西
高
東
低
の
気
圧
配
置
で
晴
れ
の
日

が
続
く
は
ず
な
の
だ
が
…
。
腰
は
痛
い

や
ら
、
腕
は
筋
肉
痛
や
ら
で
体
も
が
た

が
た
。
除
雪
中
に
腰
を
伸
ば
す
間
隔
が

毎
年
徐
々
に
狭
く
な
る
の
は
年
の
せ
い
、

そ
れ
と
も
運
動
不
足
？
運
動
し
た
次
の

日
の
朝
、
靴
下
の
履
き
方
が
い
つ
も
な

ら
抱
え
込
む
よ
う
に
し
て
い
た
の
が
、

膝
を
横
に
曲
げ
て
履
く
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
。
雪
は
冬
の
イ
ベ
ン
ト
に
必

要
不
可
欠
だ
が
、
降
っ
て
欲
し
い
の
は

イ
ベ
ン
ト
会
場
と
ス
キ
ー
場
だ
け
。

（
た
く
）

国�民�年�金�Q & A

ス
ピ
ー

ド

ダ
ウ
ン

シ

ー

ト
ベル
ト

広げよう�
ゆとりと視野と車間距離�

別海町の交通事故発生状況�

発生５件、死者０名、傷者９名�
前年同期比   （＋２）　　　  （－１）　    　（＋７）　　 　�

（平成12年１月１日～１月25日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

Ｑ．どのような場合に遺族基礎年金を受けられるの
ですか。
Ａ．生計を維持する人が亡くなったとき、その遺族
が受けられます。
国民年金の被保険者が亡くなったとき、その人に

よって生計を維持されていた遺族がいる場合に遺族
基礎年金が支給されますが、ここでいう遺族とは子
のいる妻か、あるいは子だけのときで、妻だけの場
合はもらえません。また、亡くなった加入者は、死
亡月の前々月までの加入期間のうち３分の１以上保
険料を滞納していないか、あるいは死亡月の前々月
までの１年間保険料を滞納していないこと（平成18
年３月31日まで）が必要条件となります。さらに、
国民年金の被保険者以外であっても、過去に被保険
者であった60歳以上65歳未満の人や、老齢基礎年金
を受ける資格のある人などが死亡した場合も支給さ
れます。なお、子については18歳未満か、または20
歳未満であって１級か２級の障害の程度に該当して
いることが条件であり、その人数に応じて年金に加
算額が上乗せされることになります。遺族が妻だけ
の場合は支給されませんが、第１号被保険者の夫が
年金をもらう前に死亡した場合納めた保険料が掛け
捨てとならないよう、条件によって寡婦年金や死亡
一時金などが支給されます。

社会保険事務相談所開設日
○日時／３月21日c 13時～17時
○会場／中標津町商工会
問い合わせ／国民年金係（内線483）

☆国民年金保険料の納付は、
安心・便利・確実な口座振替・自動払込でY

寄
　
付

・
別
海
町

▽
野
付
漁
業
協
同
組
合
（
尾
岱
沼
）
▽

大
場
建
設
株
式
会
社
（
西
春
別
駅
前
西

町
）
▽
根
室
信
用
金
庫
（
根
室
市
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
翠
園

▽
㈱
丸
一
藤
商
店
（
別
海
常
盤
町
）
▽

中
島
電
器
商
会
（
別
海
旭
町
）
▽
㈱
別

海
及
び
別
海
貨
物
㈱
（
中
春
別
東
町
）

▽
高
橋
高
治
さ
ん
（
床
丹
）
▽
小
原
賢

造
さ
ん
（
西
春
別
宮
園
町
）
▽
梅
田
一

成
さ
ん
（
標
津
町
）
▽
幅
口
勝
良
さ
ん

（
別
海
）
▽
郷
敏
幸
さ
ん
（
西
春
別
）

・
社
会
福
祉
協
議
会

▽
山
崎
宏
さ
ん
（
西
春
別
駅
前
錦
町
）

▽
山
地
栄
吉
さ
ん
（
別
海
）
▽
小
野
純

一
さ
ん
（
別
海
常
盤
町
）
▽
纐
纈
敏
子

さ
ん
（
大
成
）
▽
木
嶋
正
英
さ
ん
（
別

海
常
盤
町
）
▽
高
橋
清
志
さ
ん
（
本
別

海
）
▽
清
水
フ
サ
さ
ん
（
中
西
別
）
▽

関
口
熊
太
さ
ん
（
西
春
別
）
▽
山
本
開

一
さ
ん
（
大
成
）
▽
勝
木
實
さ
ん
（
尾

岱
沼
潮
見
町
）
▽
池
内
慶
子
さ
ん
（
本

別
海
）
▽
遠
山
貞
子
さ
ん
（
上
春
別
）

▽
中
野
ミ
サ
ヲ
さ
ん
（
別
海
常
盤
町
）

▽
幅
口
勝
良
さ
ん
（
別
海
寿
町
）
▽
岡

田
恒
芳
さ
ん
（
西
春
別
駅
前
宮
園
町
）

▽
山
倉
ト
ミ
さ
ん
（
尾
岱
沼
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

別海町営畜牛育成牧場臨時作業員の募集�
�職　　　種／預託牛の管理業務�

募 集 人 員／10名程度（家畜飼養経験のある方）�
賃　　　金／日額　9，000円（最低保障）�
特 別 手 当／約１ヶ月分（12月支給）�
雇 用 期 間／４月中旬～12月中旬�
提 出 書 類／履歴書、住民票�
提 出 期 限／３月23日e�
提　出　先／役場産業振興部農林課酪農畜産係�
面 接日時／４月７日f午前10時～�
面 接 場 所／酪農会館　�
問い合わせ／酪農畜産係（内線303）�



べつかい歳時記�

編集／別海町役場　総務部　総務課　統計広報係�
〒086-0205 北海道野付郡別海町別海常盤町280番地�
1（01537）5-2111　FAX 5-0371

○まちの人口／17,364人（－3）　男／8,657人（±0）・女／8,707人（－3）　○世帯／5,879世帯（－5）　平成11年12月31日現在�

�

別海町ホームページ　http://www.aurens.or.jp/hp/betsukai/default.htm
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こ
の
広
報
紙
に
は
森
林
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
�

（　）は前月比�


